シラバス案
	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	コミュニケーション英語Ⅰ
	3
	


1　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な態度を養う。
具体的な言語活動は以下の通り。

ア．事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。

イ．説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。

ウ．聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。

エ．聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。

	使用教科書・副教材等
	ELEMENT English CommunicationⅠ(コⅠ314)，ワークブック，予習ノート


2　英語Ⅰの評価の観点，規準及び評価方法

	
	①関心・意欲・態度
	②表現の能力
	③理解の能力
	④知識・理解

	観

点
	コミュニケーションに関心を持ち，積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。
	日常的な話題について，情報や考えなど伝えたいことを英語で話したり，書いたりして表現する。
	日常的な話題について，英語を聞いたり読んだりして，情報や考えなど相手が伝えようとすることを理解する。
	日常的な話題についての英語の学習を通して，言語やその運用についての知識を身に付けるとともに，その背景にある文化などを理解している。

	規

準
	(ｱ) 言語活動への積極的な取り組み

(ｲ) コミュニケーションを継続する努力
	(ｱ) 正確さ(リズム・イントネーション・文法。情報の内容)
(ｲ) 適切さ(場面や状況に応じた表現。声の大きさ，速さ)
	(ｱ) 正確さ(リズム・イントネーション・文法などの知識を利用した理解)
(ｲ) 適切さ(場面や状況，目的に応じた聞き取り，読み取り)
	(ｱ) 言語についての知識(リズム・イントネーション・文法。言語の働き。場面にふさわしい表現)
(ｲ) 文化についての理解(円滑なコミュニケーションに必要とされる文化についての理解)

	eq \o(\s\up 5(評価),\s\do 2(方法))
	a. 授業に対する意欲／b. 発表／c. 課題等の提出／d. 小テスト・定期考査


3　学習計画及び評価方法等

	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	１学期
	4
	中間考査
	Lesson 1

Samurai and English
	<題材内容>

・福沢諭吉が英語を学んだ経緯を理解する。
・福沢諭吉のアメリカでの経験について理解する。
・侍たちが書物のほかに経験から学んだことを理解する。
・今後どのように英語を学んでいきたいかについて意見交換をする。
<文法事項>

英語の５文型，to不定詞と動名詞について理解する。
	○
○
○
○
○
	○
	○
○
○
○
○
	○
○
○
○
○
	a

b

c

d


	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	１学期
	4
	中間考査
	Lesson 2

Christian the Lion
	<題材内容>

・ジョンとエースがライオンを見つけた経緯を理解する。

・ジョンとエースのライオンとの生活について理解する。

・クリスチャンが野生の生活に戻ることになった経緯を理解する。

・クリスチャンと旧友たちとの再会の場面をとらえる。

・これまでにペットを飼ったことがあるか，その経験または希望について話し合う。
<文法事項>

現在完了形，受動態，分詞の限定用法について理解する。
	○

○

○

○

○

○
	○
	○

○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	5
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Reading Skill 1
	主語と述語動詞について理解し，それぞれの判別ができるようにする。
	○
	
	○
	○
	a

d

	
	
	期末考査
	Lesson 3

How Asians and Westerners Think Differently
	<題材内容>

・アメリカ人と中国人の子どもの物の分類の仕方について理解する。

・西洋人と東アジア人がそれぞれどのような観点から世界を見ているのか理解する。

・子どもの育て方の研究結果から何がわかるか理解する。
・日本人とアメリカ人に向けた２種類の広告を作成し，それらの違いを説明する。

<文法事項>

S＋V＋O（疑問詞節），関係代名詞について理解する。
	○

○

○

○

○
	○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	6
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Lesson 4

Twice Bombed, Twice Survived
	<題材内容>

・バラク・オバマの演説の内容を理解する。

・山口さんが被爆をした経緯を理解する。

・山口さんが自らの経験を伝えた方法について理解する。

・山口さんの義務とは何であったか理解する。

・自分の使命は何かについての意見を文章に書く。

<文法事項>

助動詞＋受動態，強い要望を表す動詞のthat節における動詞の原形，過去完了形について理解する。
	○

○

○

○

○

○
	○


	○

○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	7
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Reading Skill 2
	フレーズリーディングとは何か理解し，センスグループごとに区切りを入れながら文章を読めるようにする。
	○
	
	○
	○
	a

d

	
	
	
	Further Reading 1

Lupin Steals Japan?
	<題材内容>

・モヤイ像が盗まれた経緯を理解する。

・エイプリルフールに発表されたメディア・ジョークにどのようなものがあったか理解する。

・メディアの冗談への日本人の受け止め方を理解する。
	○

○

○
	○

○

○
	○

○

○
	○

○

○
	a

d

	
	
	
	Listening Skill 1
	英語の個々の母音や子音を聞き取れるようにする。
	○
	
	○
	○
	a

d

	
	《課題・提出物等》Communication Activityのwritingおよびワークブックの問題を課題として出す。

	
	《第１学期の評価方法》

１　評価対象：　a. 授業に対する意欲／b. 発表(内容・態度)／c. 課題等の提出(内容・態度)／d.小テスト・定期考査

２　評価配分：　a. 授業に対する意欲○％／b. 発表○％／c. 課題等の提出○％／d.小テスト・定期考査○％


	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	２学期
	9
	中間考査
	Lesson 5

Bopsy
	<題材内容>

・ボプシーの夢はどのようなものか理解する。

・ボブがボプシーのためにどんな計画をしたか理解する。
・消防士がボプシーの部屋に集まった経緯を理解する。
・自分の夢についてスピーチ原稿を書き発表する。
<文法事項>

S＋V＋C（分詞），S＋V（知覚・使役動詞）＋O＋C（分詞・原形不定詞），関係代名詞のwhatについて理解する。
	○
○○○
○
	○
	○○○○
○
	○○○○
○
	a
b

c

d

	
	
	
	Lesson 6

Maria and the Stars of Nazca
	<題材内容>

・ナスカの地上絵はどのようなものか理解する。

・マリアが地上絵の研究を行うに至った経緯を理解する。

・マリアが人々から敬われるようになった経緯を理解する。

・尊敬する人物について情報をまとめ，紹介をする。
<文法事項>

関係代名詞の非制限用法，形式主語のitについて理解する。
	○

○

○

○
○
	○


	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	10
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Reading Skill 3
	パラグラフでのトピックセンテンスの役割について理解し，文中で判別ができるようにする。
	○
	
	○
	○
	a

d

	
	
	期末考査
	Lesson 7

Biomimetics
	<題材内容>

・バイオミメティクスはどのような学問か理解する。

・生物から学ぶことで生み出された製品の例を理解する。

・環境問題の解決のために活用された技術を理解する。

・割り箸を使うべきでないという意見に賛同するか賛同しないか，討論をする。
<文法事項>

現在完了進行形，関係副詞，形式目的語のitについて理解する。
	○

○

○

○

○
	○


	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	11
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Lesson 8

The Boy Who Harnessed the Wind
	<題材内容>

・飢饉の後のマラウイの人々の生活について理解する。

・風車を建てるアイデアを思いついた経緯を理解する。

・ウィリアムが風車を完成させるまでの経過を理解する。

・地球を救う方法について知っていることを書き出す。

<文法事項>

仮定法過去，仮定法過去完了について理解する。
	○

○

○

○

○
	○


	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	12
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Listening Skill 2
	弱く発音されたり，実際には発音されなかったりする音声変化について理解し，判別できるようにする。
	○
	
	○
	○
	a

d

	
	
	
	Further Reading 2

Once upon a Home upon a Home
	<題材内容>

・積み木の家に住むおじいさんの生活について理解する。

・これまで暮らしてきた家での思い出について理解する。

・新しい家ができた後のおじいさんの気持ちの変化について理解する。
	○
○

○
	
	○
○

○
	○
○

○
	a

d

	
	《課題・提出物等》Communication Activityのwritingおよびワークブックの問題を課題として出す。

	
	《第２学期の評価方法》

１　評価対象：　a. 授業に対する意欲／b. 発表(内容・態度)／c. 課題等の提出(内容・態度)／d.小テスト・定期考査

２　評価配分：　a. 授業に対する意欲○％／b. 発表○％／c. 課題等の提出○％／d.小テスト・定期考査○％


	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	３学期
	1
	学年末考査
	Lesson 9

Gulliver’s Travels
	<題材内容>

・リリパットでのガリバーの経験について理解する。

・ガリバーがラピュタの人々に救われた経緯について理解する。
・ラグナグから母国へ向けて発つまでの経過を理解する。
・馬によって支配されている国でのガリバーの経験について理解する。
・ガリバーとなって巨人の国に行ったと想定し，その国の農夫や女王と交わされる会話を考え，書き表す。
<文法事項>

仮定法を含む表現，seem [appear] to doについて理解する。
	○

○

○

○
○

○
	○
	○

○

○

○
○
○
	○

○

○
○
○
○
	a

b

c

d

	
	2
	
	Listening Skill 3
	子音の後に母音がつながる音変化について理解し，判別ができるようにする。
	○
	
	○
	○
	a

d

	
	
	
	Lesson 10

Playing the Enemy
	<題材内容>

・南アフリカの黒人と白人が親密になるために，マンデラがスポーツを利用しようとした経緯を理解する。

・スプリングボクスの選手たちが刑務所を訪れた際に悟ったことをつかむ。

・スプリングボクスが南アフリカのために戦おうという決意に至った経緯を理解する。

・アパルトヘイト政策中の南アフリカの写真を見て，写真からわかる南アフリカの様子を文章に書く。

<文法事項>

過去完了進行形，進行形の受動態，分詞構文について理解する。
	○

○

○

○

○
	○
	○

○
○

○

○
	○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	3
	
	Listening Skill 4
	語の最後の子音と，次の語の語頭の音が影響して音変化がおこることを理解し，判別できるようにする。
	○
	
	○
	○
	a

d

	
	
	
	Further Reading 3

Artistic Exchange between Japan and the West
	<題材内容>

・北斎の浮世絵が西洋絵画の影響を受けていることを理解する。

・浮世絵がヨーロッパの芸術家たちに影響を与えたことを理解する。

・浮世絵とモネの絵画の交換が行われ，日本と西洋の絵画に互いに影響を及ぼしあったことをつかむ。
	○
○

○
	
	○
○

○
	○
○

○
	a

d

	
	《課題・提出物等》Communication Activityのwritingおよびワークブックの問題を課題として出す。

	
	《第３学期の評価方法》

１　評価対象：　a. 授業に対する意欲／b. 発表(内容・態度)／c. 課題等の提出(内容・態度)／d.小テスト・定期考査

２　評価配分：　a. 授業に対する意欲○％／b. 発表○％／c. 課題等の提出○％／d.小テスト・定期考査○％

	《学年の評価方法》

　①コミュニケーションへの関心・意欲・態度，②表現の能力，③理解の能力，④言語や文化についての知識・理解の4つの観点から表した各学期の成績を総合的に判断して，年間の評価とする。


